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かつやま
議会だより

10月臨時会･12月定例会報告
　春を呼ぶ北陸の奇祭とされている勝山左義長は、今年も2月21、22日
の両日勝山市旧町13地区において賑やかに開催されます。左義長の
華やかさは櫓の上で老若男女の浮き手が赤や青、黄色、桃色といった
襦袢を着て太鼓を打つ姿が一番ですが、その舞台となる櫓については
単なる引き立て役となっていて華やかさは全くありません。そこで今回
はその櫓について少しお話してみたいと思います。
　左義長櫓は現在勝山市内旧町の上袋田区、下袋田区、上後区、中後区、下後区、上長渕区、下長渕区、上郡区、立川
区、元町2丁目区、沢区、芳野区併せて12地区に建ちます。これらの櫓はいずれも二階建て、一階部分は板敷きで控え
や物置とし、二階は全面畳を敷いて、前半部を舞台、後半部を囃子方の座としています。こうした基本的な構成はすべ
て共通しています。いくらか違いはありますが一階は出入口以外、板敷きで閉ざされ、踊り手の舞台となる二階の前半
部は吹き放し、笛や三味線などの囃子方の座となる後半部は板戸を立てて外回りを閉ざしていること、さらに二階の
周囲に手すり付きの回り縁をめぐらすことなどはどの地区の櫓にも共通しています。
　勝山の左義長櫓の大きな特徴は、本格的な木造建築の形式を持ち、いずれも左義長の直前に組み立てられ、左義長
が終われば解体し部材を保管することにありましたが、現在その形式で行っているのは上郡区と元町2丁目区の櫓のみ
で、他の10地区の櫓は櫓会館に保管されていて、左義長開催期間のみレールを用いて会館から出すようにしています。
昔のように大工さんが音頭を取って建てていた本来の建て方を見たい方は左義長前日の2月20日に両区の現地に赴い
て詳しい時間を確かめて見ていただくのも一興かと思われます。
　現存する櫓については、明治29年の大火で多くの櫓が焼失しましたが、上長渕区、上袋田区、下長渕区の3基が
残り、その他の区の櫓は再建されました。歴史的に最も古い櫓は明治16年建造の上袋田区の櫓になります。今年の
左義長はこうした時代背景を思い浮かべながら12基総べての櫓を見て回るのも粋かもしれません。（丸山 忠男 記）

左義長12基の櫓
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ショップ文化祭
勝山産業フェア、勝山市表彰式
千葉県銚子市議会行政視察受入
決算特別委員会
DINO-A-LIVEゲネプロ
中部縦貫自動車道大野油坂道路整備促進大会
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拉致･特定失踪者問題の早期解決を願う福井県集会
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人権週間街頭啓発、年末特別警戒への督励
本会議（一般質問）、議会運営委員会
本会議（一般質問）、議会広報特別委員会
総務文教厚生委員会､勝山市高齢者連合会ふれあい祭り
建設産業委員会
予算委員会､全員協議会､本会議､議会広報特別委員会
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《議会広報特別委員会》
　　　委員長 丸 山 忠 男　  副委員長 吉 田 将 克　  浦 上 雄 次　  森　かよ子　  冨士根信子

　新年おめでとうございます。2026年の干支は、丙午で60年に一度巡る年であり、パワフルで情熱的な年とされて
います。今後の勝山市の躍動に期待したいです。本年もよろしくお願いいたします。　　　　　 （冨士根 信子 記）

№25

1月10日出初式（市民交流センター前駐車場で行われた一斉放水）

上郡区櫓の組み立て風景


